
令和 6年度滋賀県立安土城考古博物館運営懇話会次第

令和 7年 2月 13日 (木 )
10時～ 12時
安土城考古博物館 lF会議室

1開 会

2 報告事項

(1)前回(令和5年度)運営懇話会における意見とその対応状況について

(2)令和 6年度事業の実施状況について

(3)令和 7年度事業計画 (案)について

3 その他

安土城考古博物館のリニューアルについて

4 閉会



滋賀県立安土城考吉博物館運営懇話会委員名簿

(任期:令和5年 4月 1日～令和7年 3月 31日 )

(順不同・敬称略)

NO 氏  名 所  属  等 備 考

1 末松 史彦
前滋賀県人権センター理事長
前聖泉大学教授

2 浅田 耕也 近江八幡市 文化振興課長

3 白寺  治 県小学校校長会 (安土小学校校長)
新
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4 木下 達文 京都橘大学経営学部教授

5 団賀由美子 大谷大学文学部教授

6 佐藤 亜聖 滋賀県立大学 人間文化学部教授

7 岩崎奈緒子 京都大学総合博物館教授

8 勝身真理子
ミユーストリーム代表、元滋賀県理事員(男女共同参画

担当)、 元県文化財保護課長

9 鵜飼 裕紀 岐阜関ケ原古戦場記念館 主査学芸員

10 西川 邦臣 京都新聞滋賀本社滋賀北部総局長
新
R6.10.1-



滋賀県立安土城考古博物館運営懇話会設置要領

第 1条  (目的)

滋賀県立安土城考古博物館 (以下「博物館」という。)の運営等に関する基本的事項につ

いて意見交換するため、滋賀県立安土城考古博物館運営懇話会 (以下「懇話会」という。)

を設置する。

第 2条  (協議事項)

懇話会は次の事項について協議する。

1 博物館の運営に関する基本的事項に関すること。
2 博物館活動事業の企画・立案に関すること。
3 その他博物館運営に関する必要な事項。
第 3条 (構成等)

1 懇話会の委員は、 10人以内で次に掲げるうちから博物館長が委嘱する。

(1)学識経験者

(2)そ の他館長が適当と認める者

2 委員の任期は2年 とする。ただし、補欠の委員の任期は前任者の残存期間とする。

第 4条 (座長)

1 懇話会に座長を置く。
2 座長は委員の互選による。
3 座長は懇話会を代表し、会務を掌理する。
4 座長に事故あるときは、座長の指名により座長代理を置くことができる。

第 5条 (招集)

懇話会の招集は博物館長が行い、必要に応じて委員以外の者の出席を求めることがで

きる。

第 6条 (庶務)

懇話会の庶務は博物館において処理する。

第 7条 (雑則)

その他懇話会の運営に必要な事項は、別に定める。

付則

1 委員の任期は、 2年を超えない範囲における年度末をもって終了とする。
2 この要領は、平成 5年 7月 20日から施行する。
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1.滋賀県立安土城考古揮物館入館者状況

4月 5月 10月 11月 12月 年 産 合 計

平成4年度

平成5年度

平成0年度

平成7年度

7・成8年度

平成9年度

平成10年度

平成 11年度

平成二2年度

平成 13年度

平成H等虔 1,627

平成 16年度

平誠16年度

平成 17年度

平譲10年度

平成 10年度

平減四年震

平成21年度

胞 犠

平成23年度

平成24年演

平成25年度

平成?6年度

平成27年 度

平
=E20年
度

平成29年度

平減00年度

令和元年度

令れ2年度

令和3年度

令和暮 車

令和5年度

令和6年度

累計 202.130

22,345人

(姑R3比 )

平 均
(H5～ ) 4,452  6,610  4,188  3,639  6,194  4,275  5,680  6,125  1,664  1,572  2,043  3,479

H令和2年度

竜令和3年度

呂令和4年 度

錮令和5年度

霊令和6年藤

4月    5月    6月    7月    8月    9月    10月    11月     12月     1月     2月     3月
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2.前回の運営懇話会 (令和6年3月 14日開催)の意見への対応状況

NO 主な意見 発言者 対応状況

1

◇博物館の役割

①収蔵品を研究者が見たり、貸し出すことも学芸
員の実績。入館者数だけではなく、収蔵品の利用
状況や作成した紀要、成果発表など〔バックヤー
ドを見える化することが、博物館の役割であり、こ
の会議で報告すべき。

②博物館は公開することと同時に収蔵品を保存、
修復することも大きな仕事。修理した収蔵品や修
理予算についても報告すべき。

岩崎委員
佐藤委員

國賀委員

①従来から資料貸出実績および資料特別利用状況
として年報で報告しているところ。引き続き入館者数
だけではなく、問合せの記録などバックヤードの見え

る化に努めたい。

②収蔵品の保存、修理は博物館の重要な業務で`

あるとの認識のもと、今回のご意見を踏まえ、令和5
年度年報から「資料保存」の項目で報告したところ。

2

◇入館者増への取り組み

①関ケ原古戦場記念館と連携し、SNS等を活用し
て、来館者の掘り起こしができるのではないか。

②近江八幡市として館へのアクセス改善のため、
八幡地域と安土地域の連携は課題と認識してい
る。

③若い世代に対し、どのようなメッセージを伝えた
いのか、また工夫したことはあるのか。博物館を
知つてもらうために懇話会の情報も公開すべきで
はないか。

④考古は地味で見せ方が難しいので、一般向け
に、学芸員イチオンの資料等を新聞で紹介願い
たい。

鵜飼委員

坂田委員代理

勝身委員

佐分利委員

①令和6年 11月 から令和7年3月 まで関ケ原古戦場

記念館において広報物を配架し、動画も放映してい

る。令和7年度については今後協議するが、引き続き

連携を図つていきたい。

②安土観光ネットワーク会議等での協議を踏まえ、
近江八幡市へ要望している。

③若い世代に対しては、SNS発信の強化やリニュー
アルに併せたHPの改修により対応するとともに小学
校校長会でもPRしてきたところ。また、当懇話会の情
報については、ご意見を踏まえ昨年度からHPで公開
している。

④春の特別展では各時代のイチオン資料を展示、
特別陳列ではテーマを絞つて展示し、それぞれ新聞
でわかりやす(紹介いただいた。

3

◇展示改修関係

①近江風上記の丘の中心的な施設として設置さ
れた博物館であり、考古資料の展示の機会を縮
小することのないよう本来担っていた機能を果た
されたい。

②県は観光のために考古を粗末にしているので
はなく、文化財をどのように維持していくかのPR
が必要

③シアターは何年後かに更新が必要。更新は博
物館の利益では賄えないが～今後の計画はある
のか。

佐藤委員

岩崎委員

岩崎委員

①令和6年度のリニューアルエ事中は、企画展示室
で考古の常設展示を実施するとともに、特別陳列で

考古資料を展示。令和7年度は12月から考古を中心
とした展示を実施予定。

②県の埋蔵文化センターのあり方検討の中で議論さ
れていると仄聞している。

③時間が経てば内容が陳腐化することを危惧してお
り、県に対して要望している。

,



3.令和 6年度事業の実施状況 (4月 ～ 2月 )

1 展示事業
(1)特別展
春季特別展「稀品・逸品一滋賀県出土の指定文化財を中心に一」

県内遺跡から出上した考古資料の中から、大岩山銅鐸や新開古墳出土品などの重要文化

財、県指定文化財の相谷熊原遺跡出土品や大中の湖南遺跡出土品、市の指定文化財など、

滋賀県のみならず 日本の歴史を考えるうえでも貴重な旧石器時代から近世の稀品・逸品を

紹介しました。

展覧会期 :令和 6年 4月 27日 (土)～ 5月 26日 (日 ) 27日 間
共  催 :京都新聞
入館者数 :2,829人
関連行事 :春季特別展関連講座 (全 2回 )

5月 11日 (土)「大岩山銅鐸と近江の弥生社会」        中止

講師 :伊庭功氏 (当館前学芸課長)

5月 18日 (土)「新開古墳にみる古墳時代の変化」   受講者 24人
講師 :細川修平氏 (滋賀県文化スポーツ都)

秋季特別展

リニューアルエ事のため開催なし

(2)企画展
リニューアルエ事のため開催なし

(3)考古常設展
考古資料を展示する第 1常設展示室がリニュィアルエ事により閉鎖するため、その代替

として、第 1常設展示室の考古資料を企画展示室で展示しています。なお、第 2常設展示

室は従来の展示を行つています。

展覧会期 :令和 6年 9月 3日 (火)～令和 7年 4月 13日 (日 )

(4)特別陳列 日特別公開 (I・ Ⅱ日Ⅲ :企画展示室、Ⅳ DV:第 2常設展示室、Ⅵ :望楼下)

I近江の遺跡発掘成果①「古代国家と鉄―近江国府跡青江遺跡の鍛治工房一」

会期 :令和 6年 9月 26日 (木)～ 10月 31日 (木 )

内容 :近江国の古代の鉄器生産に関連する青江遺跡出土資料を展示紹介しました。

Ⅱ 近江の遺跡発掘成果② 「古代のお金」

会期 :令和 6年 11月 1日 (金)～令和 6年 12月 3日 (火 )

内容 :県内出上の無文銀銭や皇朝十二銭を展示紹介しました。

Ⅲ 近江の遺跡発掘成果③「中世のお金」

会期 :令和 6年 12月 4日 (水)～令和 7年 2月 4日 (火 )

内容 :中国や朝鮮から輸入された県内出上の渡来銭を展示紹介しました。

ё



Ⅳ 「信長とその息子たち」
会期 :令和 7年 2月 5日 (水)～ 3月 18日 (火 )

内容 :館蔵資料のなかから、信長の息子たちに関する資料を展示紹介しました。

V令和 6年度新収資料特別公開「中津丼文書と柴田勝家」
会期 :令和 6年 11月 1日 (金)～ 12月 27日 (金 )

内容 :今年度寄託を受けた柴田勝家文書 2通 と収蔵する勝家関係資料を展示紹介し

ました。

Ⅵ 速報展示「再発見 明智光秀寄進状」
会期 :令和 7年 1月 7日 (火)～ 2月 4日 (火 )

内容 :琵琶湖文化館の協力により、大津市の聖衆来迎寺で再発見された「明智光秀

寄進状」を展示紹介しました。

(5)でかける博物館 in安土城考吉博物館 「地震と考古学 応神天皇陵古墳に見える地震災害
の痕跡と後世の祭祀」

会期 :令和 7年 1月 25日 (土)～ 2月 24日 (月 ・机 )

会場 :企画展示室

内容 :大阪府立近つ飛鳥博物館との連携企画で、近つ飛鳥博物館所蔵の応仁陵外堤出

上の笠形木製品や河内名所図を展示紹介していただいています。

*なお、当館は近つ飛鳥博物館において、でかける博物館 in近つ飛鳥博物館「地震

と考古学 湖底遺跡と地震跡」(会期 :令和 7年 1月 18日 (土)～ 2月 16日 (日 ))
と題して、高島市針江浜遺跡出土の上器、鳥形木製品、噴砂剥ぎ取りを展示紹介し

ています。

2 講座事業
(1)連続講座 I「吉代国家と近江の鉄」全 4回

発掘調査に携わる専門職員が、最新の調査・研究成果をもとに古代国家を支えた近江

の鉄生産について解説しました。

第 1回   9月 28日 (土)「『古代国家と近江の鉄』キックオフ講座」
講師 :大道和人 (当館学芸員)   受講者  66人

第 2回  10月  5日 (土)「前方後円墳体制と栗太の鉄」   受講者 44人
講師 :近藤広氏 (栗東市スポーツ協会文化財調査課 )

第 3回  10月 12日 (土)「継体大王 。藤原氏と高島の鉄」  受講者 64人
講師 :宮崎雅充氏 (高島市商工観光部観光課 )

第 4回  10月 19日 (土)「藤原仲麻呂政権と近江の鉄」   受講者 59人
講師 :山暗公輔氏 |(大津市市民部文化財保護課 )

(2)連続講座Ⅱ「お金で綴る近江の歴史」 (全 4回 )

発掘調査に携わる専門職員が、最新の調査 。研究成果をもとに日本の古代から中世の

平



お金の歴史や文化を解説しました。

第 1回  11月  2日 (土)「無文銀銭とは何か―貨幣の誕生T」
講師 :内 田保之 (当協会)

第 2回  11月 10日 (日 )「近江の古代銭」
講師 :辻川哲朗 (当協会)

第 3回  11月 24日 (日 )「滋賀県の銭と祭祀」
講師 :森田真由香 (当協会)

第 4回  12月  8日 (日 )「近江の渡来銭」
講師 :小島孝修 (当協会)

受講者 12人

受講者 16人

受講者 14人

受講者 14人

(3)連続講座Ⅲ「信長家臣たちの苦闘」(全 3回 )

織田信長の天下布武の過程において、その家臣たちが果たした役割、戦略や人間関係

などを解説しました。

講師 :太田浩司氏 (淡海歴史文化研究所所長)

第 1回  12月 21日 (土)「羽柴秀吉・秀長の中国攻め」   受講者 73人

第 2回  1月 11日 (上)「明智光秀の丹波攻め」      受講者 62人

第 3回  2月  8日 (土)「信長家臣国の破綻～山崎合戦から賤ケ岳合戦への道～」
受講者  人

3 体験学習 ロワークショップ等
(1)史跡探訪 日城郭探訪
近江風上記の丘の史跡を活用して、特別史跡安土城跡や、史跡観音寺城跡と桑賓寺

を案内しながら解説 しました。

・城郭探訪 「安土城跡」①       5月 12日 (日 )    参加者  4人
・城郭探訪 「観音寺城跡と桑費寺」①  5月 19日 (日 )    参加者 11人
。城郭探訪 「安土城跡」②       5月 25日 (上)    参加者  3人
。城郭探訪 「安土城跡」③      10月  6日 (日 )    参加者  6人
・城郭探訪 「観音寺城跡と桑費寺」② 10月 20日 (日 )    参加者  4人

(2)家族で楽しむ !秋の体験博物館  「勾玉作り体験」
10月 13日 (日 )・ 14日 (月 ・祝)に 当協会開催の「あの遺跡は今」と同時開催

しました                            参加者 64人

4 その他の事業
(1)京都新聞との春季特別展共同開催

春季特別展の共同開催をはじめ、逐次広報をするなど誘客を図りました。

(2)岐阜県イベントヘのブース出展
10月 19日 (土 )。 20日 (日 )に開催された「大関ケ原祭り2024」 (累計入場

者数約 8万人)に出展し、当館広報物を配布してPRを行い、誘客を図りました。

子



(3)岐阜関ケ原古職場記念館へのブース出展
11月 8日 (金)から令和 7年 3月 30日 (日 )ま で、当館をPRし誘客を図るため

に、岐阜関ケ原古戦場記念館のエントランスホールに出展し、ポスター掲示、チラン配

架、映像放映を行つています。

(4)市町主催講座への出講

東近江市生涯学習講座 「歴史講座」 (上半期 :5回、下半期 :5回)等に出講しまし

た。

5 博学連携事業
(1)博物館実習生の受け入れ

① 日 程 :令和 6年 8月 26日 (月 )から8月 30日 (金)までの 5日 間

実習生 :11名 (滋賀県立大学 3名、京都文教大学 1名、京都橘大学 2名、大谷大学

1名 、追手門学院大学 2名、大阪市立大学 1名、山口大学 1名 )

② 日 程 :令和 7年 1月 8日 (木 )
実習生 :30名 (滋賀県立大学)

(2)学校支援活動

学校の来館学習における体験学習メニュー (火起こし、土器に触れよう、勾玉作り)を

実施したほか、職場体験の受け入れを行いました。

598人   53人

ぢ

日 時 学校名 人数 引率 内 容
5月 8日 (水 ) 大阪大学考古学研究室 27人 5人 展示見学・解説

5月 9日 (木 ) 安土中学校 1年生 110人 11人 展示見学

5月 10日 (金 ) 武佐小学校 6年生 29人 4人 展示見学・火起こし

5月 12日 (日 ) 奈良大学 21人 展示見学

5月 16日 (木 ) 老蘇小学校 6年生 22人 2人 展示見学・火起こし

5月 18日 (土 ) 同志社大学神学部 7人 展示見学

5月 24日 (金 ) 草津小学校 6年生 91人 6人 展示見学・火起こし・土器に触れよう

5月 24日 (金 ) レイカディア大学 11人 展示見学・解説

9月 12日 (木 ) 武蔵野大学 9人 1人 展示見学

10月 9日 (水 ) 愛知川東小学校 6年生 60人 4人 展示見学

10月 17日 (木 ) 中主小学校 6年生 32人 2人 展示見学・勾玉作り。土器に触れよう

10月 18日 (金 ) 桐原東小学校 6年生 63人 5人 展示見学・勾玉作り。土器に触れよう

10月 18日 (金 ) 島小学校 6年生 17人 4人 展示見学

10月 22日 (火 ) 中主小学校 6年生 33人 2人 展示見学・勾玉作り・土器に触れよう

10月 25日 (金 ) 湖東第二小学校 6年生 19人 2人 展示見学・土器に触れよう

10月 26日 (土 ) 国際情報高校 2年生 1人 1人 展示見学・解説・取材

10月 29日 (火 )

～31日 (木 )
能登川中学校 2年生 5人 職場体験

10月 31日 (木 ) 甲南第 3小学校 6年生 9人 2人 展示見学・火起こし

H月 1日 (金 ) 中主小学校 6年生 32人 2人 展示見学・勾玉作り・土器に触れよう

1月 21日 (火 ) 人日市南小学校 年生 人 人

2月 7日 (水 ) 八日市北小学校 年生 人 人



(3)県小学校長会役員研修会

日程 :令不日6年 11月 26日 (火) 15名
今後の学校の来館学習に資するため、展示や体験学習について説明等を行いました。

(4)自閉症支援のための実践セミナー (滋賀県発達障害者支援センター主催)

日程 :令和 7年 2月 26日 (水 )・ 27日 (木 )

発達障害の方の来館学習に資するため、滋賀県発達障害者支援センターが主催するセミ

ナーに会場 (会議室、セミナールーム)を提供します。

6 リニューアル後の博物館
県が実施する展示リニューアルについて県と連携し、リニューアル後の博物館の運営等

の検討、準備を行つています。

また、リニューアルに併せ、シアターの予約システムをはじめ見やすくするため、ホー

ムページを改修しています。
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4.令和 7年度事業計画 (案 )

1.基本方針
近隣施設や県立施設等との連携のもと入館者数の確保を進めるとともに、地域に

親 しまれる博物館運営に努めます。

① 常設展示リニューアル後の対応

・新導入システムヘスムーズに対応できる体制の構築

・図録・リーフレット等の改訂

・動画配信、SNS配信

・館蔵資料のデジタル公開

② 安土城築城 450年事業に即した事業展開と関係施設等との連携

・城郭をテーマとした令和 7・ 8年度特別展の開催

・県 。地元・関係施設との連携

③ 関連施設との連携と情報発信

・学校や地域との連携と積極的な受け入れ

。「紫香楽宮史跡指定 100年」に伴う関連施設との連携企画

・滋賀、岐阜、福井 3県連携

④ 次期指定管理に向けての情報収集と人材育成

・県との情報交換

・自主事業 (旅行会社との連携、探訪 トレイル等)の人材育成

2.具体的な取り組み
(1)展覧会事業
春季特別展 安土城築城 450年・発掘調査 85周年

「安土城・2025-信長の夢のあと一」

展覧会期 :令和 7年 4月 26日 (土)～ 6月 15日 (日 )

内  容 :織田信長が築城した安土城は、本能寺の変の後、落城し、天主は焼失
し、その後廃城となります。これまでは築城から落城までの安土城に

スポットが当てられてきましたが、本展では廃城後の安土城の変遷、

また昭和、平成、令和の発掘調査の成果を紹介します。

展示資料 :安土城跡出土資料、「安土山下町中掟書」 (重要文化財)な ど

関連行事 :特別展関連講座

①5月 10日 (土)「廃城から昭和の調査まで」

佐藤佑樹 (当館学芸員)

② 5月 24日 (土)「平成の調査」

岩橋隆浩氏 (滋賀県文化スポーツ部文化財保護課)

③5月 31日 (土)「令和の調査と今後の展望」

松田篤氏 (滋賀県文化スポーツ部文化財保護課)

♪



第 70回企画展「紫香楽と信楽―宮の造営と焼き物の歴史一」

展覧会期 :令和 7年 7月 19日 (土)～ 9月 23日 (火・祝)

内  容 :信楽では、聖武天皇によつて大仏が造られ始め、紫香楽宮が営まれま
した。その後、鎌倉時代には日本六古窯のひとつである信楽焼が始

まります。本展では、紫香楽宮の全体像と信楽焼の成立と発展をテ

ーマに古墳時代から安土・桃山時代までの歴史をたどります。

*本展は、滋賀県立I匂芸の森、信楽窯業技術試験場との連携企画。
展示資料 :紫香楽宮跡 (宮町地区、内裏野地区、鍛冶屋敷地区)出土資料、

春日北遺跡出土資料、阿弥陀寺遺跡出土資料など

関連行事 :シンポジウム「紫香楽宮 (仮 )」  8月 9日 (土 )
講師 :神野恵氏 (奈良文化財研究所)

小谷徳彦氏 (甲賀市教育委員会歴史文化財課)

細川修平氏 (滋賀県文化スポーン部文化財保護課)

大道和人 (当館学芸員)

企画展関連講座 8月 30日 (土 )
「甲賀の焼物の歴史 (仮)」 伊藤航貴氏

(甲賀市教育委員会歴史文化財課)

ワークショップ①「土器を作ろう (仮)」 8月 10日 (日 )

②「土器を焼こう (仮)」 9月 13日 (土 )

秋季特別展「天下人の城 安土城」
会  期 :令和 7年 10月 11日 (土)～ 11月 16日 (日 )
内  容 :信長が天下人の立場で建てた安土城は、築城後 10年を待たずに焼失

してしまつたため、いまだにその具体的姿は解明できていません。

残されたわずかな資料を集め、築城の歴史的背景を考えると共に、

建築に関わつたとされる諸職人の手による作品などから、在りし日

の姿を推測する手がかりを探ります。

展示資料 :繊田信長画像 。近江国蒲生郡安土古城図 (惚見寺蔵)(羽柴秀吉自筆

書状 (個人蔵)、 伝狩野松栄筆三十六歌仙図絵馬 (多賀大社蔵)、 阿

閉貞征 。同貞大連署書状 (須賀神社蔵)な どを予定。

関連行事 :記念姑談   10月 18日 (日 )
講師 :藤田達生氏 (二重大学名誉教授)

稲葉継陽氏 (熊本大学教授)

シンポジウム 10月 19日 (日 )
会場 :コ ラボしが 21、 主催 :文化財保護課

講師 :藤田達生氏・稲葉継陽氏・金子拓氏・柴裕之氏

福島克彦氏・天野忠幸氏・松下浩氏
。高木叙子
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第 71回企画展「近江は道の国 (仮)」
会   期 :令不日8年 2月 14日 (こと)～令不口8年 4月 5日 (日 )
内  容 :古代より畿内と他地域を結ぶ交通の要衝であつた近江国について、

その特色や重要性を考古資料や絵画、古文書を通じて紹介します。

展示資料 :江州蒲生郡豊浦村与須田村山論立合絵図 (個人蔵)、 琵琶湖図 (琵琶

湖文化館蔵)、 木曽路名所図会 (当館蔵)な どを予定。    一
関連行事 :企画展関連講座やミ■―ジアムトークを予定

特別陳列 (望楼下、企画展示室、第 2常設展示室で開催予定)

I特別陳列・地域連携企画展「明智光秀と近江 (仮)」

会  期 :令和 7年 6月 3日 (火)～ 8月 3日 (日 )
会  場 :第 2常設展示室
内  容 :当館と琵琶湖文化館の明智光秀文書を展示紹介します。
関連講座 :6月 14日 (土) 「中世都市坂本と明智光秀の築城」

福島克彦氏 (大山崎町歴史資料館館長)

*滋賀県立琵琶湖文化館との連携企画。

Ⅱ 特別陳列「城郭出上の笏谷石」
会期 :令和 7年 6月 17日 (火)～令和 7年 7月 19日 (土 )

会場 :望楼下

内容 :県内の城郭から出土した越前産の笏谷石製品を展示紹介します。

Ⅲ 特別陳列 「江戸時代の信楽焼① (仮)」 (陶芸の森 との連携企画 )
会期 :令和 7年 10月 ～ 11月 (予定)

会場 :望楼下

内容 :未定

*陶芸の森との連携企画

Ⅳ 特別陳列「縄文・弥生・古墳時代の近江」
会期 :令和 7年 11月 29日 (土)～令和 8年 2月 1日 (日 )
会場 :企画展示室

内容 :館蔵品を中心に、県内出土の縄文・弥生。古墳時代の資料を展示紹介

します。展示資料は、これまで第 1常設展示室で展示していた資料、

模型や複製品を活用します。

V 特別陳列「江戸時代の信楽焼② (仮 )」
会場 :望楼下

内容 :未定

*陶芸の森との連携企画
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*陶芸の森との連携企画

でかける博物館 in安土城考古博物館

会期 :未定

会場 :望楼下もしくは企画展示室

内容 :詳細未定

*大阪府立近つ飛鳥博物館 との連携企画。当館は近つ飛鳥博物館で展示。

発掘調査速報展

会期 :随時

会場 :エン トランスホール

内容 :当協会が実施 した発掘調査の成果を紹介 します。

(2)講座事業
連続講座シリーズ I「近江の城郭」 (全 4回 )

発掘調査に携わる専門職員が、最新の調査・研究成果をもとに近江の城郭の

特徴、技術、出土品などについて解説します。

第 1回  6月  7日 (土)「坂本城跡発掘調査の最新成果」
岡田有也氏 (大津市市民部文化財保護課)

第 2回  6月 21日 (土)「中世近江の採石と城」 (仮 )
渡邊貴洋氏 (野洲市教育委員会文化財保護課)

第 3回

第 4回

7月  5日 (土)「発掘調査成果からみた境日の城」
石田雄士氏 (米原市教育委員会生涯学習課)

7月 19日 (土)「笏谷石と近江の城」
古山明日香氏 (長浜市市民協働部生涯学習課)

連続講座シリーズⅡ「未定」 (全 3回)特 別陳列Ⅳと関連する内容

連続講座シリーズⅢ「未定」 (全 3回)戦 国時代をテーマとする内容

協会本部が実施する連続講座のサテライト会場

当館セミナールームを協会本部とオンラインで結ぶサテライト会場として、

受講希望者のニーズに応えます。

(3)その他の催し物
城郭 トレイル

近江風土記の丘の史跡を活用して、特別史跡安土城跡や、史跡観音寺城跡と

桑賞寺を案内・解説します。
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城郭トレイル①「観音寺城跡と桑賞寺」

城郭トレイル②「安土城跡」

城郭トレイル③「観音寺城跡と桑賞寺」

城郭トレイル④「安土城跡」

4月 27日 (日
5月 11日 (日
11月 (予定 )
11月 (予定 )

)

)

体験博物館

・家族で楽しむ !夏の体験博物館 「勾玉作り体験」 8月 24日 (日 )
・家族で楽しむ !秋の体験博物館 「土器を作ろう」 11月 (予定)

当協会主催の「あの遺跡は今 !」 と同時開催

(4)その他の事業
刊行事業

・学芸員の調査研究成果をまとめた F紀要」の刊行

。「年報」の刊行

・博物館だより「おおてみち」の刊行 (年 4回 )
。「催 し物案内」の刊行

。リニューアル後に対応する各種案内リーフレットの改訂

広報・情報発信

。SNSに よる情報発信
フェイスブックやインスタグラムによる硬軟繊り交ぜた情報の発信により、

フォロワーの増加を目指します。

・美の魅力発信 5館連携ネットワーク

県立 5館が連携して情報発信事業を企画、実施します。

・滋賀、岐阜、福井の三県が連携した企画を検討、実施

岐阜県観光国際都観光資源活用課、岐阜関ケ原古戦場記念館と連携して広

報 。情報発信を強化します。

・お城EXPOと の連携
あづちマリエート・文芸セミナリヨで開催が予定されているお城EXPO
との連携を予定しています。

自主事業
。クラブツーリズム「歴史の旅」への講師派遣

。東近江市生涯学習講座「歴史ウォーキング」への講師派遣
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博物館アンケート

全期間 :4/27-5/26

春の特別展   『 稀品 。逸品 』

来館者数 :3,445人    特別展 :2,829人 アンケー ト回収 :444枚

1、 入館者の状況

< 内・県外別 >

<者瞼童府県別 >

2< 」>

3< >

4< >

5< >

6<関心のある分野 >複数回答

7<展示の満足度 >

海外 宋回答県 肉 県 外

1155 288 0人 数

0% 0%とヒ呂匿 35% 65°/O

人 数 士ヒΣ径

男‖生 262 59°/。

女性 178 40%
無回答 4 1%

合 計 444 100%

JRイ立 都道府県名 人 数

'ヒ

ロ『
1 滋貨県 lbb 35%
2 大 ∫)又層 47 11%
3 愛知県 29 7%

東京都 29 7%
5 京 判h府 Zl 5°/O

6 不申奈川県 18 4%

7 二重県 16 4%

岐阜県 15 3%
埼玉県 15 3%

10 兵庫県 11 2%
その他 86 19°/o

無回答 2 0°/O

合 計 444 100%

人 数 |しΣ径

」「く 100 23°/O

自家用車 310 70°/O

バイク 9 2%

徒歩・ 目転軍 11 2%

観 光 バ ス 11 2%

無回答 4 1°/。

合 計 444 1000/c

人数 上ヒロ繹

子ノめ て 306 69%
2～ 3匝 目 51 11%
かに 1 20 5υ/0

毎年 生回 12 3°/O

毎年 2回以上 53 12%
無回答 2 0°/O

444 100%
人 数 士ヒΣ径

北海逼 ・票 北 8 2°/O

関東 82 18°/O

中者F 69 16%
近 哉 259 58%
中国 。四国 15 3%
九州・沖縄 9 2%
無回答 2 0%
海外 0 Oυ/O

合 計 444 100°/o

人 数 ,ヒΣ径

安土・信長・戦国 317 56°/O

縄文・弥生時代 144 26%
表術工云 59 10%
その他 31 5%
無回答 13 2%
合 計 564 100%

人 数 とヒ昌葎

小学生 17 4%

中学生 16 4%

高校生 3 1°/。

大学生 5 1°/。

10代 0 0%

20+t 18 4%

30代 39 90/O

40代 64 14%
50代 112 25°/o

60代 93 21°/O

70代以上 77 17%
無回答 0 0%
合 計 444 100%

人 数 上ヒロ【

満 足 268 60%
やや満足 156 35%
やや不満 9 2%

不満 1 0°/0

無回答 10 2°/O

合 計 444 100%

/ジ
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8.当館を知った理由(複数回答)

＼
＼

地域別

その他

39%

17%

7%

3%

2%

15%

1%

1%

2%

1%

0%

9%

4%

100%

49

22

9

4

2

19

1

1

2

1

0

12

5

127

中部

39%

23%

8%

4%

0%

8%

0%

0%

0%

0%

0%

14%

4%

100%

32

19

7

3

0

7

0

0

0

0

0

12

3

83

近畿

18%

12%

16%

18%

7%

14%

1%

1%

0%

4%

1%

5%

3%

100%

52

34

46

52

20

41

2

3

0

13

4

14

9

290

県内・県外別

県外(その他)

35%

18%

11%

5%

1%

14%

1%

1%

1°/。

1%

1%

9%

3%

100%

115

60

36

18

4

46

2

2

2

3

2

31

9

330

県内

11%

9%

15%

24%

11%

12%

1%

1%

0%

6%

1%

4%

5%

100%

18

15

26

41

18

21

1

2

0

11

2

7

8

170

全国

27%

15%

12%

12%

4%

13%

1%

1%

0%

3%

1%

8%

3%

100%

133

75

62

59

22

67

3

4

2

14

4

38

17

500

1安土城址に来て

2信長の館に来て

3知人・家族

4ポスター・チラン

5当館 催 し物案内

6当館HP

7当館 YouTube

8当館 instagram

9」 AF広告

10新聞   ※

11テ レビ・ラジオ

12雑誌・情報誌

13無回答

総計

※ 新聞詳細

5

1

1

1

6

14

京都

配 冗

朝 日

毎 日

産経

中日

その他

無回答

合計



9<展示の満足度 > ご意見 。ご感想
・音声ガイドがあるとわかりやすい

。孫 l′lヽ学生)を連れて時折来ています。今後も社会勉強に活用させて頂きたいと思っています

・銅鐸が思ったより大きいのでびっくりしました。遠賀川式上器の横の縞がすてきでした

。展示作品がソボクで美しく、美術品の原点なのだと感 じました

。静かで見やすからた。子供も興味深く見ていました。分かりやすい展示だと思います

。大変見やすく展示されていて良かったです。解説文も興味深く、楽 しく読ませて頂きました。

中央ガラスケースの展示品が照明がガラスケースに反射 して見づらい時もありました

。もう少し身近に感じられたらよかった。保存のため照明、ガラスケースは仕方ないが「貴重」

です感が強く感じられる。本来、先祖なのに、現実感に欠ける。これは個人の想像力の衰退とも

いえるが、視覚や聴覚から感じられるとうれしい

。初めて聞いた言葉も分かりやすかった。一方で、どこで見つかつたのかや、何が推測されたのかが

あまりよく分からなかった。見づらい

。スタッフさんが親切でした。銅鐸が良かったです

。小さい土偶に驚いた。葛籠尾崎湖底遺跡は初めて知ったので、調べてみます

。安土城についての動画が良かった。実物大の写真があり、実際の大きさが分かった

。継体天皇関連の研究成果をより多く展示いただきたい。近江から天皇の祖先が出ていることに、

大変興味を持った

。特別展のコンテンツが不足

・弥生、縄文、古墳の各時代の重なり、継続年数、弥生と縄文の違いがどうして生まれたか解説が

欲 しかった

。鑑賞時のポイントをもう一つ前面に押 し出してほしい。文化財指定時のポイント等

・古代の武具の展示が見られて良かったです。また、木簡など貴重な展示がめずらしく、

来館の甲斐があった。

・本物の銅鐸を見るのが初めてだったので、うれしかった

。縄文、弥生の展示が勉強になりました

。小学生の子どもと見にやって来ました。楽しんでくれたので、博物館を少し理解できたかと思います

。県内出上品にたくさん貴重なものがあると知れて勉強になりました。考古品は数で見せる展示が

多いように思いますが、今回の展示は1点 1点 に格をもたせて展示されているのが良かったです。

じっくりとモノを見ることができました

。県内出土品の数々にまつわるエピソー ド(標示版)が詳 しく、興味を持って拝見しました

。滋賀にこんなにたくさんの遺跡があるとは知らなかったので、興味深かったです

。何年にできた事などがたくさんの作品に書かれてて、とても分かりやすかった !

・指定文化財の考古資料を用いながら、滋賀県の歴史をたどるという展示構成が良かったです。

ただ良いモノを並べるというだけではなく、工夫がなされていると感じました

。貴重な展示をじっくり拝見させていただきました。特に古代甲冑(兜のはぎ板の板数等)

興味をひかれました

。ポスターだけ見てると見どころがよくわからなかったですが、実際に見たら面白かったです

。もう少しテーマをしばって展示してほしい

。とても見やすく分かりやすかったです。ただ、展示物の案内の文字が小さく感じました

(老眼なので…)

・常設展はやや照明が暗い。文書等でなければ、明るくしてもよいのではないか

。普段、復元品で展示されている物が、今回の特別展で実物を見ることができたことが良かった

です。実物を見て、復元品の精度にも感心させられました

/命



・企画展をするスペースが小さく、特別にお金をとるならもっと展示する数を多くしてほしい

・織田信長関係の資料をもっと展示してほしい

。古い時代のものがわりときれい、すごく形を保っているのに驚きました

。戦国、信長ばっかりと思って来ました。古墳時代も好きなので満足しています

。粟東出上の物が展示されていると聞き興味をもった。滋賀県は住みやすく災害の少ないところで、昔

からの生活のいぶきが感 じられよかったです

。大好きな三角縁神獣鏡が見れて幸せでした。その他の展示品も見れて良かったです。また行きたい !と

なりましたυ

・解説パネルが簡潔で読みやすい。まめのぶ解説→子供に対 しても読みやすい印象を受けた

。古墳について出土品の解説だけでなく、古墳自体についても詳 しい説明がほしい

。滋賀出上の勾玉や呪物関係をもっと見たいです

。古代前年代がよくわからなかった。雪野山古墳、瓢箪山古墳など年代の違い。この地の豪族など全 く

資料などないのでしょうか ?廃寺一崇福寺、滋賀廃寺、穴太廃寺、国庁跡など歴史的背景について、

もっと解説があればと思いました

。銅鏡の展示物の各々の柄を確認 したかつたが、黒っぽいので見づらく、出来ればプリント版的な表示が

有れば良かったかと…

・石室に入れるのは良かった

。テーマに沿って展示も説明もわかりやすくて良かった。体験型テーマではないのはわかりますが、触れる

展示が一つでもあったらもっと良かったと思いました

。武具の展示や槍の重さ比べがおもしろかった

。なかなか見られない「ホンモノ」に感心しました。保存、管理など大変なご苦労があると思います。

ありがとうございました

・企画を工夫した方がよい。信長関連の資料や映画上映などとセットにすればよいのでは ?

・戦国期の展示を目的に来ましたが、古代の遺跡が多くあることが知れ、古代の近江の立ち位置の重要性

も知れて楽 しめました

。もっとたくさんの地図で、どこで出上したものか分かるといいと思いました

。広島に住んでいるので、銅鐸や鉄剣は島根などで見慣れています。滋賀にもたくさんの飼鐸や鉄剣が

出上しているのには驚きました

。県(市町村)指定の文化財が一度に見られるのは面白いと思う。その中でもどれを選んで展示するのかが、

とても興味深いです(どんな基準なのかなど)

・鎌倉～室町期の収蔵品があれば、特別展を開いてほしい

。会場がゆったりしていて良い。「まめのぶくん」の解説が理解を助けていていいと思います

。展示物の裏側も鏡などで見れるようになると良いと思います。例…三角縁神獣鏡など

・もう少しそれぞれの資料の考察の説明などがあってもよい(誰なのか、何者なのか)

・これまでも遺跡を巡っていたが、知らない遺跡についての展示もあり、新 しい知識を得て興味深い展示

だった

・ジュニア向けの解説 (ま めのぶくん)が、良かったです。大人でも分かりやすい解説を読むことで、より

理解できます

。短甲の展示は見事だった。解説も分かりやすく、渡来系の副葬品が近江に多く出土されていることが

よく分かった

。第1展示室で展示されているものの実物を見ることができてよかったです。まめのぶくんの説明も

面白く、楽 しく見て回れました。今までは戦国時代に主に興味がありましたが、この展示を見て

古代の歴史にも興味を持ちました

。展示品が少ない。出品リス トの名前が短く、展示物とがよく解らない。出土地が現在のどこかよく

π



解らない。各プロックにあった方が良い

・古墳時代の展示が無くなると聞いて最後にやってきました。名前が「安土城」とうたっているので

展示が無くなることは仕方ないと思います。現在の展示がどこかでまた活躍することを祈つています。

王様3人が好きでした

10くその他ご意見 。今後の希望>

・質問をしたい時の案内が欲しい

。周囲の広く開けた明るいイメージから一転、暗く感じられる。「ワクワク」がもう少し…

職員さんの声ひびき、なんか個人的にヽ

・解説を増やしてほしい。見づらいところが有ったので見やすくしてほしい

・スタンプなどを押せるのが良かった

・良い場所にあるけれど、あまり知られていないのが残念。もっと宣伝すると良いと思います

。レストランの食事を何とかして欲しい。値段の割にはよくない。家族みんなが、がっくりして

しまった(う つけうどん、カレー)

・丁寧な接客でいつも感動しています會

・信長とそのまつわる人々に関わるエピソードの展示企画をしてもらえると、また来館してみたい

と思います

。普段から使えるTシ ャツやカバンを充実させてほしい。まめのぶ君グッズがほしい

。建物が海外の修道院のようでびっくりしました。考古的な面をもっと強調してもよいかなと思います

。佐々木―族の関係の特別展をしてほしい。牛うどん、いつもおいしくいただいております

。入場料が少し高い

。今日(5/19)は城郭探訪「観音寺城跡と桑賞寺」の後に観覧しました。瓢箪山古墳をテーマにした探訪が

あれば、再び参加したいです

。大好きな場所なので、このまま存続していってほしいです。また来ます

。今までの常設展示の古代の部分がなくなるのが、非常にもったいないと思う

/ク



「幻の安土城」復元プロジエクト

展示リニューアル (第 1期 )滋賀県

安土城・廟許 棚

目指す姿
安土城と信長・戦国をテーマとする唯一無二の博物館として、その情報・魅力を発信する。

安土城天主と同じ八角形の平面に多面スクリーンを用いて、唯―無ニ
の映像空間を目指す。(第一期工事)

第1巖示窒

ホワイトモデル (地形模裂)へのプロジェクションマッピングと壁面へのグラフイツ
クパネル展示により、戦国～信長時代の近江や安主城。城下町の歴史的変遷を説明

導入部

｀
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|
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第2展示室  貴重な実物資料を鑑賞できる展示空間を目指す。(第二期工事 )

ドラマ仕立てで歴史に興味が薄い人でも楽しめる映像

映像タイトジレ
「織田信長と安土城 ～宣教師ヴァリエヤーノが見た天下人の城～」

第 1部    織田信長と宣教師ヴァリニャーノが対話する形式でストーリーが進行
`

シアター  (約 10分) 天下人への歩みや安止選定の理由、安土城築城の意義を信長が語る。

Q&A型式でストーリーが展開
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第 2音[
(約 5分 )

天主復元研究の最新の状況、安上山図屏風等関連資料の現存状況、安土城跡発

掘調査の到達点をQ&A形式で分かりやすく説明することにより、安土城への
さらなる興味関心をかきたてる。

令和7年3月
'3日

(火)―置来場開4口A

(令和7年3R,b日 (日)オー写ン色レモニー・向覧会 )


